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リケンテクノス ウェイ

私たちは科学の力で
豊かさ、安心、快適を創り出す
チャレンジメーカーです
独創的で卓越した

樹脂素材の配合加工技術で
企業と人と社会に

新たな価値と喜びを提供し続けます

We are a challenger
that harnesses the power of science

to improve the quality of life
and create a safe, affluent society.

We continuously provide new value and satisfaction
to people, companies and society

through our original and superior formulations
and manufacturing technologies of multiple resins.



編集方針
リケンテクノスは2002年10月に「環境報告書」を、2005年よりこれを「環境経営報告書」として、環境に主眼をおいた企業
としての取り組みと成果を公表してまいりました。2007年度からは社会的側面を含め「CSR報告書」とし、企業の社会的責任
（CSR：Corporate Social Responsibility）の観点からリケンテクノスグループの経営理念実現に向けた取り組みと、その
成果としてどんな価値を生み出しているのかをわかりやすく報告することを心がけています。
「CSR報告書」の第12号となる本報告書の特集では、リケンテクノスグループが製造業の大きなバリューチェーンの中で、ど
のような役割を担い課題に取り組んでいるのかをご紹介します。「すべての生活空間に快適さを提供するリーディングカンパ
ニーを目指して」リケンテクノスグループが取り組んでいる内容をご理解いただければ幸いです。

報告書の対象範囲

報告対象期間
2017年4月1日～2018年3月31日
なお、本報告書には一部2018年度の活動内容も含んでいます。
報告対象範囲（所在地には16～19ページをご覧ください）
本報告書における環境報告の対象範囲は、リケンテクノス㈱

およびそのグループ会社下記19社です。項目によってはグ
ループ会社を含まない場合もあります。
対象連結子会社名
●  リケンケーブルテクノロジー株式会社 
（旧：進興電線株式会社）
● 株式会社協栄樹脂製作所
● リケンテクノスインターナショナル株式会社
● リケンケミカルプロダクツ株式会社
● リケンファブロ株式会社
● RIKEN （THAILAND） CO., LTD.
● RIKEN ELASTOMERS （THAILAND） CO., LTD.
● PT. RIKEN INDONESIA
● 上海理研塑料有限公司
● 理研食品包装(江蘇)有限公司
● RIMTEC CORPORATION
● RIKEN ELASTOMERS  CORPORATION
● RIKEN VIETNAM CO., LTD.
● 理元（上海）貿易有限公司
● RIKEN TECHNOS INTERNATIONAL KOREA  CORPORATION
● RIKEN TECHNOS INTERNATIONAL VIETNAM CO., LTD.
● RIKEN AMERICAS  CORPORATION
● RIKEN U.S.A.  CORPORATION
● RIKEN TECHNOS EUROPE B.V.
報告対象分野
本報告書はリケンテクノス㈱およびグループ会社の経営・社
会・環境に関する取り組みを報告しています。

参考にしたガイドライン

本報告書の構成については、以下を参考に作成しました。
● 「環境報告書ガイドライン（2018年版）」（環境省）
● 「環境会計ガイドライン2005年版」（環境省）ISO26001

持続可能な開発目標（SDGs）

持続可能な開発目標（SDGs）とは、「Sustainable 
Development Goals」の略称です。このSDGsは、
2015年9月の国連サミットで150を超える加盟国に
よって採択された「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」に掲げられている持続可能な世界を実現する
ための17の目標と169のターゲットから構成されてお
り、2030年において世界のありたい姿を示していま
す。リケンテクノスグループもこのような動きを参考に
しつつ国際社会の一員として持続可能な社会を目指す
取り組みを強化してまいります。
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発行時期

2018年9月（次回発行予定　2019年9月）
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目 次表紙について
リケンテクノスのコーポレートマークと、2018年4月より社
名変更となったリケンケーブルテクノロジー株式会社（旧：進興
電線株式会社）のある埼玉県入間市に咲き誇る茶の花を融合し
たデザインにいたしました。
コーポレートマークは2001年の創立50周年を機に社名変
更と同時に一新したもので、RIKEN TECHNOSの“R”をベー
スに、コア事業であるコンパウンドとフイルムのイメージを組み
合わせて信頼感を表し、未来へ羽ばたくしなやかな翼の形を表
現しています。
リケンテクノスグループは、持続可能な社会の実現をステー
クホルダーの皆様とともに考え、行動していきます。
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